
１）汚損粒対策 ～一度汚れたら削っても磨いても取れません！～

🏲ポイント
・栽培期間中に行う防除の仕上げです。収穫まで定期的に圃場を見回り、汚損
の原因を確実に取り除きましょう。

・収穫前（落葉終期から収穫14日前）の除草剤散布はできません。

雑草は、青立ち大豆株とともに抜取りましょう。
・収穫時に土をかまないよう、コンバインの刈取り高さを調節しましょう。
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５．収穫までの管理作業

汚損粒の発生原因 対策で徹底する点
収穫期の圃場に残る雑草の汁 雑草の抜取り
青立ちした大豆の汁
（カメムシに莢を吸われる、葉腐病等により発生）

青立ち大豆の抜取

収穫時にかみ込んだ土による汚れ 作業前の刈取り高さ調節

図２ 圃場に残る汚損の原因

①青立ち大豆株 ②雑草（写真はイヌホオズキ）

実の部分

図１ 汚損粒とは①収穫後の汚損粒 ②乾燥調製後も残る汚損
（参考）汚損のない大豆

２）獣害対策 ～一晩で収穫物が台無しです！～

（１）ワイヤーメッシュ柵 地際、支柱、継ぎ目等の点検及び補修
（２）電気柵 昼間も通電、電線高さ・支柱間隔の調整、ダミー線は電線に交換

※「害獣は夜行性」という思い込みによるタイマー通電や、脅し・だまし目的の
脅し道具やダミー防護柵は被害を増やす元です！

（３）共通 防護柵の周り、畦畔、山林沿い斜面等の草刈

・本年産大豆の収穫まで約１か月半となりました。汚損粒や獣害対策を適切に行い、
収量・品質の低下を防ぎましょう


